
整理番号
■　総合計画（後期基本計画）

１　関連する個別計画

２　施策目的

３　目標値など

（H17） （H20）

広域幹線道路の整備推進をめざします 京丹後市（大宮森本）から京都市までの自動車による所要時間 180分 H17 150分 H20 135分 H24 100分 H26

安心・安全な市道整備の推進をめざします 整備（舗装）率 新規 - 59.6％ H20 60.2％ H24 62.0％ H26

なし

# 45 # # # # # # # # # # # # #

４　構成事務事業・評価結果一覧

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

1

2

安全・安心で快適な道路網の整備

3 道路施設等の長寿命化を図るために
橋梁等の点検・修繕計画策定を行い、計画的な
予防修繕工事を実施することにより

施設の長寿命化を図ることで、施設維持にかかる
全体事業費を抑制する。

2 安全・安心で快適な道路網の整備

5

市道の環境を保全するとともに、災害・事故防止
対策を推進する。

生活道路の交通安全施設の維持補修及び草刈
による道路環境整備を行うことにより

安心・安全な生活道路交通網の道路環境及び景
観を維持する中で、道路施設や交通安全施設等
の損壊等が発生していることから

積雪時における主要道路及び生活道路における
通勤・通学をはじめ、円滑な市民生活の交通手段
を確保することが必要なことから

速やかに除雪作業の実施と老朽化した除雪機械
の更新等を行うことにより

生活道路交通網を確保するとともに、市民生活の
安全と物資輸送の安定を促進する。

市内道路において通行に支障が生じていることか
ら

道路施設の新設、改良、維持修繕工事を実施す
ることにより

交通の円滑化と災害、事故等の発生を未然に防
止する。

道路事業の効果を一層高めるために
社会資本整備総合交付金を活用し、消防自動車
等の緊急車両及び電線共同溝を整備することに
より

災害、事故時の早期交通機能の回復、避難路の
確保等安心・安全なまちづくりを促進する。

4 3 冬期間の交通確保

A 現状維
持

拡大

-

平成24年度事業の一部を繰り越しして実施する事業 -

-
平成24年度事業の一部を繰り越しして実施する事業

現状維
持

現状維
持

生活維持
確保

4

現状維
持

A

直

市民

-             20,620     

現状維
持

7
生活維持

確保
1

A 現状維
持

A委・負

A

-
－ － 1,2○ －

年度 年度

7
生活維持

確保
1

（H26）

直近年度実績値

年度
目標

（現状）

（現状）

施設
整備

土木総務一般経費【明許繰越】

市道遊三津線未登記敷地登記業務(用地調査・用地測量・登記申請)を実施

1　広域高速道路網
の整備促進

管理課

-             9,100       

単費
736          -             

義務

単費
市道の維持補修(修繕119か所、維持工事18か所、機械借上32件、原材料支給157件等) (15,800)

個別計画名称 計画概要 計画年次 計画期間

市民

なし

平成24年度事業の一部を繰り越しして実施する事業

市道維持補修事業【明許繰越】 土木課

予算額（単位：千円）

22,576     

年度 年度

総合計画作成時

関連する施策方針

直近年度実績値

2 安全・安心で快適な道路網の整備

目標

2

道路新設改良事業【明許繰越】 土木課

道路新設改良事業 土木課

市道の新設・改良工事(1路線)

除雪機械の購入(大型機械3台)、自治会への貸与(乗用型2台・歩行型1台)

土木総務一般経費【明許繰越】 管理課

他施設（農林業の振興）を構成する事業で実施している。
4　農道および林道
の整備

委・補
248,165    135,654    A

(110,120)
7

市道の除雪(1次403路線、2次1,660路線、その他465路線)

7
生活維持

確保
1含む 委

78,220     -             

除雪機械整備事業 管理課 32,391     37,000     国規
定

国・
一部

A
(800)

7
生活維持

確保
4含む

施設
整備

市民

除雪事業 管理課 維持
管理

市民
国規
定

府・
一部

3　冬期間の交通確
保 含む

国・
一部

(6,094)

-

5,089       維持
管理

平成23年の台風2号・15号豪雨により被災した市道の復旧工事(道路工事13か所、河川工事31か所等)

現年発生公共土木施設災害復旧事業【明許繰越】 土木課

橋梁長寿命化事業 土木課

社会資本整備総合交付金事業【明許繰越】 土木課

橋梁長寿命化修繕計画策定のための橋梁点検(116橋)

市道の新設・改良工事(5路線) -
-

1○

7
生活維持

確保
3-

A 現状維
持(1,520)

7
生活維持

確保
5-

施設
整備

38,695     95,720     国規
定

市民
85,959     -             国規

定
国・
一部

市民
15,094     

義務
国・
一部

委 A

A 現状維
持平成23年5月の台風2号豪雨により被災した市道(1路線)の復旧工事 -

7
生活維持

確保
1含む 市民 委

過年発生公共土木施設災害復旧事業 土木課 維持
管理

22,795     

義務
国・
一部

維持
管理

A 拡大
市道の新設・改良工事(10路線) (5,061)

7
生活維持

確保
1-

社会資本整備総合交付金事業 土木課 施設
整備

市民
165,354    230,061    国規

定
国・
一部

現状維
持過疎指定地域内の市道の新設改良工事(1路線)に伴う測量設計、用地測量、建物調査 (188)

維持
管理

市民
79,516     54,800     

義務 ○

現状維
持市道の新設・改良工事(11路線) (4,621)

7
生活維持

確保
1○

7
生活維持

確保
1○

-

B内部
管理

市民 直
106          102          

なし 単費
道路橋梁総務一般経費 土木課

平成24年度事業の一部を繰り越しして実施する事業
-             4,400       

道路新設改良事業【明許繰越】 土木課 8,478       

過疎対策道路整備事業 土木課 施設
整備

市民
5,440       17,688     国規

定
単費 7

生活維持
確保

平成24年度事業の一部を繰り越しして実施する事業 -

A

国・
一部

平成24年度事業の一部を繰り越しして実施する事業 -

社会資本整備総合交付金事業(効果促進事業)【明許繰越】 土木課

平成24年度事業の一部を繰り越しして実施する事業

市道維持補修事業 土木課

市民 委

社会資本整備総合交付金事業【明許繰越】 土木課

ふるさと活性広場整備工事、無電柱化事業、小型動力ﾎﾟﾝﾌﾟ付積載車・消防車搭載AED・ｽｸｰﾙﾊﾞｽの購入

社会資本整備総合交付金事業(効果促進事業) 土木課

1,100       

－ －

現状維
持道路橋梁事業を円滑に実施するための事務経費（出張旅費、消耗品費） (102)

7
生活維持

確保
1○

委・補 A 現状維
持

35,238     現状維
持

単費
市道環境整備事業 管理課

平成24年度事業の一部を繰り越しして実施する事業

61,761     

サー
ビス

施設
整備

委

委

委・負

平成24年度事業の一部を繰り越しして実施する事業

施設
整備

市民

30

道路ネットワークの整備

うるおい安全都市 所管部局長の氏名

川戸　孝和

所管部局

財政
負担

事業
種別

対象
実施
手法

施策
目的

関与必要性

事務事業の概要 施策評価結果

施策
貢献度説明

単独
事業

根拠
法令

年度

2 安全・安心で快適な道路網の整備

今後の
方向性

施策評価調書（内部評価結果）

施策方針

政策名

②

Ⅵ

2

優先
順位

現状においてどのような問題や課題があって
（何のために）

『何を対象に』、『どのようなことを行うことで（又は
どのような手段で）』

どのような状態にしたいのか

個別
計画

総合
計画

指標名

計画策定時個別計画名称 指標名 説明・備考

後期基本計画作成時
めざす目標

なし

1

年度

A 現状維
持土木関係事業の実施に必要な経費、公用車の維持管理 (10,760)

丹後・地域高規格道路推進協議会（5つの自治体と7つの民間団体で構成、施策方針「2
　安全・安心で快適な道路網の整備」の「土木総務一般経費」内で予算措置）で連携し、
推進している。

生活維持
確保

（一般財源） 数値

備考

-             

7

事務事業

事業内容（実績） 担当課

H24決算額 H25予算額

建設部
施策名

国規
定

-             184,117    

市民

委
-             国規

定
単費

90,921     国規
定

単費

-             
義務

A

平成24年度事業の一部を繰り越しして実施する事業

1,2○ 市民 委・負
16,279     

生活道路の草刈(51路線、16地区)及び交通安全施設の維持・補修(区画線、ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ、ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ等) (35,238)
7

生活維持
確保

2○
維持
管理

委
49,263     

2　安全・安心で快適
な道路網の整備

単費
土木総務一般経費 管理課

ＤＯ ＣＨＥＣＫ

ＰＬＡＮ

- 1 -



1

2

５．歳出抑制の考え方について

施策における歳出抑
制の考え方

No.

1 未定

931,615    

歳出抑制の考え方
（平成26～28年度までの3か年で取り組む歳出抑制）

一般財源抑制見込額
（単位：千円）

道路維持補修事業（橋梁維持を含む）について、計画的に実施すべきものは社会資本整備総合交付金を
活用して実施する。

補完・代替措置などがある場合は、その内容

(179,544)
計

881,232    

ＡＣＴ

- 2 -



01

Ⅵ ②

① ②

○ 市道遊三津線未登記敷地登記業務委託

用地調査業務、用地測量業務、登記申請業務

細事業名 土木総務一般経費（繰越） 決算書 Ｐ.260

予算科目 08土木費 01土木管理費 01土木総務費 50土木総務一般経費

総合計画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 道路ネットワークの整備

（参考）当初予算額

736千円 736千円 0千円 100.0 % 736千円

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

目
的

　市道遊三津線の道路拡幅時の分筆登記が未整備のため調査測量、分筆登記の処理を行い、
土木関係事業の円滑な推進を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　土地の境界確定事務を進めていたところ、当該地域に別の地権者が存在したことに
より再度境界確定を行う必要があり、地権者の調査などにより適正な分筆登記処理を
行った。

736千円

評
価
・
課
題
等

　本事業により、未整理であった市道用地及び民地との整理ができた。

事 業 所 管 課 建設部／管理課

主
な
財
源

- 3 -



01

Ⅵ ②

① ②

○ 土木一般管理事務費

普通旅費、事務消耗品、有料道路通行料等

○ 「山陰近畿自動車道サミットin東京」参加経費

平成25年1月25日開催、会場：憲政記念館

参加者：22人（市：4人、議会：14人、民間団体等：4人）

○ 公用車維持管理費（6台、原付バイク1台）

○ 公用車購入（軽自動車1台）

○ 間人地区斜面測量設計・地質調査委託料

○ 道路用地登記業務委託料（10件）

○ 道路台帳システム保守点検委託料

○ 道路台帳補正業務委託料

○ 道路関係各種協会、協議会等負担金（5団体）

○ 市道事故損害賠償金（19件）

○ 鳥取木橋バイパス開通式典開催経費

平成24年12月21日開催

○ 管理課庶務業務労働者派遣委託料（2か月）

■平成25年度への繰越事業

・口大野市有水路敷未登記整理業務 平成26年3月完成予定

・市道砂田堂ゴヤ線未登記整理業務 平成26年3月完成予定

細事業名 土木総務一般経費 決算書 Ｐ.260

予算科目 08土木費 01土木管理費 01土木総務費 50土木総務一般経費

道路ネットワークの整備計画項目総合計画 基本方針 うるおい安全都市

手数料

参　考
実質的な予算執行率

繰越明許費を除いた最終予算額 16,494千円

599千円

501千円

1,193千円

3,848千円

3,869千円

　土木行政の一般管理となる事務事業の実施並びに市道管理に必要な道路台帳の管理、用地
取得における公共用地等の未登記物件の処理等を行い、土木関係事業の円滑な推進を図る。

（参考）当初予算額

11,080千円

執行率

92.5 %

決算額

1,315千円

最終予算額 (②－①)不用額

16,279千円

522千円

21千円

評
価
・
課
題
等

1,065千円

17,594千円

536千円

目
的

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

1,100千円

126千円

664千円

3,219千円

98.6 %

　市道管理に必要な道路台帳補正や老朽化した公用車の購入・維持管理、用地取得に
おける公共用地等の未登記物件の整理を行うとともに、各種協議会の負担金、間人地
区における斜面測量設計及び地質調査等の経費を支出し適正かつ効率的な土木管理事
務を実施した。

621千円

事 業 所 管 課 建設部／管理課

総合賠償補償保険金 866千円

○市道管理に必要な道路台帳の管理、用地取得における公共用地の未登記物件の処理等、土木行
政の一般管理となる事務事業を円滑に推進することができた。
○今後も、公共用地等の未登記物件の整理に努めなければならない。

主
な
財
源

手数料 屋外広告物許可手数料

境界確定調査事務手数料

諸収入

504千円

296千円

338千円

- 4 -



01

Ⅵ ②

① ②

○ 市道草刈委託料

○ 市道環境整備工事

区画線、ガードレール、カーブミラー等

○ 通学路安全対策工事（区画線整備）

○ 市道環境整備修繕

里道、水路修繕（峰山町泉・新治、大宮町久住）

左坂隧道照明修繕（大宮町森本）

ガードレール5か所、道路照明1か所他

カーブミラー修繕等（37件）

○ トンネル、道路照明電気代（2か所）

○ 道路パトロール経費

道路パトロール作業員共済費・賃金（4人）

軽トラック購入経費（1台）

その他経費（消耗品、燃料費等）

　

650千円

269千円

9,690千円

評
価
・
課
題
等

○市道等における危険個所について、早急に維持補修対応を行うことで、事故のおそれのあ
る危険の回避を図ることができた。
○道路パトロール作業員による道路等のパトロール強化により、危険箇所への迅速な対応が
でき、市道等の危険の回避を図ることができた。

761千円

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　道路路側帯の草刈りや道路・橋梁附帯構造物の維持管理費用（電気代・トンネル照
明修繕）や道路・橋梁施設の維持補修及び草刈り等の環境整備を行った。また、市道
、河川等の維持管理を行うため、道路パトロール作業員を任用し安全管理に努めた。

1,343千円

3,665千円

15,265千円

1,668千円

3,835千円

7,586千円

13,902千円

319千円

6,422千円

事 業 所 管 課 建設部／管理課

主
な
財
源

目
的

　市道の草刈り及び道路施設等の維持・補修を行い、地域の生活道路の環境整備や災害・事
故防止を図る。

不用額 (②－①) 執行率 （参考）当初予算額

49,263千円 50,669千円 1,406千円 97.2 % 44,879千円

決算額 最終予算額

総合計画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 道路ネットワークの整備

細事業名 市道環境整備事業 決算書 Ｐ.262

予算科目 08土木費 02道路橋梁費 02道路橋梁維持費 01道路橋梁維持補修事業

町名 峰山町 大宮町 網野町 丹後町 弥栄町 久美浜町 合計

業者委託路線数 7 10 7 12 7 8 51

地区委託路線数 2 0 5 4 1 4 16
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Ⅵ ②

① ②

○事務費 （普通旅費、消耗品費）

予算科目 08土木費 02道路橋梁費 01道路橋梁総務費 50道路橋梁総務一般経費

道路ネットワークの整備

細事業名 道路橋梁総務一般経費 決算書 Ｐ.262

総合計画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目

106千円

（参考）当初予算額

98千円

執行率

107千円

(②－①)不用額

99.0 %

決算額

1千円

最終予算額

評
価
・
課
題
等

　道路橋梁事業を円滑に実施するため一般的な経費を支出する。
目
的

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　道路橋梁総務一般経費として事務費を支出した。

106千円

事 業 所 管 課 建設部／土木課

　事務の適切な執行により、道路橋梁事業を円滑に実施することができた。

主
な
財
源
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Ⅵ ②

① ②

○修繕料 市道浅茂川下岡線側溝修繕工事ほか118か所

○委託料 市道勝山妹線用地測量登記（網野町小浜）ほか1件

○機械借上料・原材料費

○土地購入費 市道勝山妹線用地（網野町小浜）

○市道維持工事

■平成25年度への繰越事業

溝谷中央線（弥栄町溝谷）ほか3路線市道維持工事 平成26年3月完成予定

1,242千円

参　考

4,571千円

40,728千円

9,100千円

11,407千円

繰越明許費を除いた最終予算額 79,520千円

実質的な予算執行率 99.9 %

事 業 所 管 課 建設部／土木課

評
価
・
課
題
等

○老朽化及び経年損耗等により通行に支障が生じている道路、橋梁施設を補修することにより、
安心・安全な通行の確保が図れた。
○事業量が大きく計画的に行っていかなければならない道路においては、補助事業等有利な財源
の活用実施を検討する必要がある。

目
的

　老朽化、経年損耗等によって通行に支障が生じている道路、橋梁施設の維持補修を行い、
市道における災害、事故等の発生を未然に防止する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

　市道維持補修事業として、機械借上、原材料の支給を行い、道路の修繕を行った。
また、市道用地測量登記業務及び法面崩壊防止設計業務を実施したほか、18か所で
維持工事を実施した。

21,568千円

79,516千円 88,620千円 9,104千円 89.7 % 69,200千円

（参考）当初予算額

細事業名 市道維持補修事業 決算書 Ｐ.262

総合計画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 道路ネットワークの整備

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

予算科目 08土木費 02道路橋梁費 02道路橋梁維持費 01道路橋梁維持補修事業

峰山 大宮 網野 丹後 弥栄 久美浜 その他 合計

件数 10 1 9 2 3 4 3 32

金額 336 12 367 70 45 173 20 1,023

件数 27 11 23 2 1 25 68 157

金額 1,830 810 2,118 120 232 2,674 2,600 10,384

件数 37 12 32 4 4 29 71 189

金額 2,166 822 2,485 190 277 2,847 2,620 11,407

原材料費

合　計

区　　　分

機械借上料

峰山 大宮 網野 丹後 弥栄 久美浜 合計

件数 5 3 1 4 1 4 18

金額 12,808 4,425 2,146 7,530 529 13,290 40,728
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Ⅵ ②

① ②

　道路新設改良事業として、平成23年度から繰越した1路線について事業を実施した。

○工事請負費

水の江北大路線（網野町水之江）

評
価
・
課
題
等

　通行に支障が生じている道路施設の新設改良工事を実施することにより、生活及び産業道路の
確保並びに安心・安全な通行の確保が図れた。

事 業 所 管 課 建設部／土木課

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

市債 道路改良事業債（合併特例債） 8,000千円

8,478千円

予算科目 08土木費 02道路橋梁費 03道路橋梁新設改良費 01道路新設改良事業

目
的

　通行に支障が生じている道路施設の新設改良工事を行い、交通の円滑化と災害、事故等の
発生を未然に防止する。

執行率

細事業名 道路新設改良事業（繰越） 決算書 Ｐ.264

総合計画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 道路ネットワークの整備

（参考）当初予算額

8,478千円 10,000千円 1,522千円 84.7 % 10,000千円

決算額 最終予算額 不用額 (②－①)
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Ⅵ ②

① ②

　道路新設改良事業として、11路線の拡幅、側溝、舗装の整備を実施した。

■平成25年度への繰越事業

小七郎東堂替線・鴨池線（峰山町長岡） 平成26月3月完成予定

角地栄町線（峰山町丹波） 平成26月3月完成予定

13,482千円

7,138千円

事 業 所 管 課 建設部／土木課

評
価
・
課
題
等

　通行に支障が生じている道路施設の新設・改良工事を実施することにより、生活及び産業道路
の確保並びに安心・安全な通行の確保が図れた。

目
的

　通行に支障が生じている道路施設の新設改良工事を行い、交通の円滑化と災害、事故等の
発生を未然に防止する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

市債 道路改良事業債（合併特例債） 58,300千円

20,620千円

参　考
繰越明許費を除いた最終予算額 61,821千円

実質的な予算執行率 99.9 %

(②－①) 執行率 （参考）当初予算額

61,761千円 82,441千円 20,680千円 74.9 % 15,869千円

決算額 最終予算額 不用額

予算科目 08土木費 02道路橋梁費 03道路橋梁新設改良費 01道路新設改良事業

細事業名 道路新設改良事業 決算書 Ｐ.262

総合計画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 道路ネットワークの整備

路　　線　　名 委託料 工事請負費 土地購入費 事務費等 合　計

小七郎東堂替線、鴨池線(峰山町長岡) 399 33,330 33,729

角地栄町線(峰山町丹波) 1,943 1,943

出会駅前線(大宮町奥大野) 653 3,133 3,786

奥大野善王寺線(大宮町奥大野) 777 2,232 3,009

荘厳庵千丈敷線(大宮町河辺) 2,818 2,818

上線(網野町三津) 924 924

小浜掛津線(網野町掛津) 9,714 9,714

網野下岡線(網野町網野) 4,074 4,074

黒ノ奥線(弥栄町鳥取) 520 611 1,131

筆石此代線(丹後町筆石) 333 333

事務費等 300 300

合　　計 9,290 18,841 33,330 300 61,761
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Ⅵ ②

① ②

　過疎対策道路事業として、永留一分線の測量設計、用地測量、建物調査を実施した。

○委託料

永留一分線（久美浜町永留）

評
価
・
課
題
等

　永留一分線の過疎対策道路事業を計画どおり実施することができた。

事 業 所 管 課 建設部／土木課

目
的

　通行に支障が生じている道路施設の新設改良工事を行い、交通の円滑化と災害、事故等の
発生を未然に防止する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

市債 道路改良事業債（過疎対策債） 5,400千円

5,440千円

5,440千円 5,500千円 60千円 98.9 % 0千円

（参考）当初予算額

細事業名 過疎対策道路整備事業 決算書 Ｐ.264

総合計画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 道路ネットワークの整備

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

予算科目 08土木費 02道路橋梁費 03道路橋梁新設改良費 04過疎対策道路整備事業
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Ⅵ ②

① ②

評
価
・
課
題
等

○社会資本整備総合交付金を活用し、通行に支障が生じている道路施設の新設・改良工事を実施
することにより、安心・安全なまちづくり、観光及び産業の振興に資することができた。
○現在、修繕事業には交付金事業を活用していないため、交付金の対象となる修繕計画を作成し
、修繕事業に対しても交付金の活用を進める必要がある。

事 業 所 管 課 建設部／土木課

市債 道路改良事業債（過疎対策債） 6,200千円

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

国補 社会資本整備総合交付金（6/10） 47,328千円

市債 道路改良事業債（合併特例債） 30,700千円

　社会資本整備総合交付金事業として、平成23年度から繰越した5路線について用地
購入、登記委託のほか拡幅、側溝、舗装等の整備及び京都府河川改修工事に伴う橋梁
改築負担金を支出した。

予算科目 08土木費 02道路橋梁費 03道路橋梁新設改良費 05社会資本整備総合交付金事業

目
的

　社会資本整備総合交付金を活用して道路新設改良工事実施することで、安心・安全なまち
づくり、観光と産業の振興を図る。

執行率

細事業名 社会資本整備総合交付金事業（繰越） 決算書 Ｐ.266

総合計画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 道路ネットワークの整備

（参考）当初予算額

85,959千円 89,758千円 3,799千円 95.7 % 89,758千円

決算額 最終予算額 不用額 (②－①)

路　　線　　名 委託料 工事請負費 土地購入費 負担金 合　計

田井垣線(大宮町周枳) 14,157 14,157

千丈敷下沖線(大宮町河辺) 12,709 12,709

志原線(網野町島津) 22,823 22,823

網野下岡線大田橋(網野町下岡) 29,993 29,993

大門橋本線(丹後町徳光) 2,072 4,205 6,277

合　　計 2,072 49,689 4,205 29,993 85,959
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Ⅵ ②

① ②

　社会資本整備総合交付金事業として、10路線の拡幅、側溝、舗装等整備を行った。

■平成25年度への繰越事業

・丹波島津線（網野町島津）ほか舗装修繕　平成25年12月完成予定

・千丈敷下沖線（大宮町河辺）改築　　　　平成25年7月完成

・通学路安全対策　　　　　　　　　　　　平成25年9月完成予定

・橋梁改築負担金（網野町下岡ほか）　　　平成26年3月完成予定

評
価
・
課
題
等

○社会資本整備総合交付金を活用し、通行に支障が生じている道路施設の新設・改良工事を実施
することにより、安心・安全なまちづくり、観光及び産業の振興に資することができた。
○現在、修繕事業には交付金事業を活用していないため、交付金の対象となる修繕計画を作成し
、修繕事業にも交付金の活用を進める必要がある。

165,515千円

実質的な予算執行率 99.9 %

繰越明許費を除いた最終予算額

184,117千円

69,825千円

20,721千円

12,000千円

81,571千円

事 業 所 管 課 建設部／土木課

市債 道路改良事業債（過疎対策債） 26,900千円

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

国補 社会資本整備総合交付金（6/10） 81,872千円

市債 道路改良事業債（合併特例債） 51,500千円

参　考

予算科目 08土木費 02道路橋梁費 03道路橋梁新設改良費 05社会資本整備総合交付金事業

目
的

　社会資本整備総合交付金を活用して道路新設改良事業を実施することで、安心・安全なま
ちづくり、観光と産業の振興を図る。

執行率

細事業名 社会資本整備総合交付金事業 決算書 Ｐ.264

総合計画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 道路ネットワークの整備

（参考）当初予算額

165,354千円 349,632千円 184,278千円 47.2 % 278,233千円

決算額 最終予算額 不用額 (②－①)

路　　線　　名 委託料 工事請負費 土地購入費 負担金 補償費 事務費等 合　計

長岡口大野線(大宮町口大野) 698 6,280 6,978

奥大野中央線(大宮町奥大野) 494 494

千丈敷下沖線(大宮町河辺) 10,600 10,600

田井垣線(大宮町周枳） 27,043 27,043

周枳森本線(大宮町森本) 1,418 1,418

郷新田岡線(網野町郷) 7,767 7,767

網野下岡線大田橋(網野町下岡) 19,029 19,029

内ヶ森西池新田線浅茂川橋(網野町網野) 29,936 29,936

大門橋本線(丹後町徳光) 1,944 43,910 1,166 597 47,617

栃谷口馬地線(久美浜町口馬地・三谷) 10,104 10,104

事務費等 4,368 4,368

合　　計 14,658 95,600 1,166 48,965 597 4,368 165,354
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Ⅵ ②

① ②

○（仮称）ふるさと活性広場整備事業 【担当：土木課】

・大宮町河辺地区非農用地での多目的広場整備

駐車場及び広場整備（A=6,121.58㎡）

○無電柱化事業 【担当：観光振興課】

・市道牛揚本線（網野町浜詰地）無電柱化事業実施設計

○多機能型消防自動車等整備事業 【担当：総務課】

・小型動力ポンプ付積載車2台

久美浜第1分団第3部（久美浜町三谷）

久美浜第2分団第1部（久美浜町畑）

・積載車搭載AED（自動体外式除細動器）2台

○スクールバス整備事業 【担当：教育総務課】

・神野小学校スクールバス（29人乗り）1台

久美浜町田村小学校区児童送迎用

○事務費

・消耗品費

■平成25年度への繰越事業

・周枳森本線左坂隧道点検事業 平成25年9月完成予定

8,300千円

市債 消防自動車整備事業債、ｽｸｰﾙﾊﾞｽ整備事業債（過疎対策債） 5,900千円

9,392千円

18,671千円

18,253千円

参　考
繰越明許費を除いた最終予算額 38,960千円

実質的な予算執行率 99.3 %

418千円

　社会資本整備総合交付金事業（効果促進事業）として、（仮称）ふるさと活性広場
の整備、無電柱化事業の詳細設計、消防車の更新及びスクールバスの整備を行った。

20千円

4,400千円

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

5,714千円

4,898千円

事 業 所 管 課 建設部／土木課

繰入金 観光ｲﾝﾌﾗ整備等促進実行調整費基金繰入金 298千円

市債

主
な
財
源

国補 社会資本整備総合交付金（6/10、1/2） 18,102千円

府補 地域防災力総合支援事業補助金 4,712千円

評
価
・
課
題
等

○社会資本整備総合交付金を活用し、道路事業と一体となって事業を実施することにより、安心
・安全なまちづくり、観光と産業の振興等、道路事業の効果を一層高めた。
○社会資本整備総合交付金事業を有効に活用し、道路事業、効果促進事業の両事業の成果向上の
ために計画的な実施が必要。

多目的広場整備事業債、無電柱化整備事業債（合併特例債）

細事業名 社会資本整備総合交付金事業(効果促進事業) 決算書 Ｐ.264

総合計画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 道路ネットワークの整備

目
的

　社会資本整備総合交付金を活用し、道路事業と一体となって事業を実施し、安心・安全な
まちづくり、観光と産業の振興を図る。

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

38,695千円 43,360千円 4,665千円 89.2 %

（参考）当初予算額

16,331千円

予算科目 08土木費 02道路橋梁費 03道路橋梁新設改良費 05社会資本整備総合交付金事業
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01

Ⅵ ②

① ②

○橋梁点検業務委託料

点検実施数：116橋（橋長5ｍ以上15m未満）

※橋長5ｍ以上15m未満全体橋梁数312橋

○事務費

普通旅費（橋梁維持管理研修）

事 業 所 管 課 建設部／土木課

評
価
・
課
題
等

○橋梁点検を実施し、基礎データを収集することにより橋梁の健全度の把握及び橋梁長寿命化修
繕計画の策定のための点検ができた。
○点検結果に基づき、今後適切な修繕計画を作成する必要がある。

目
的

　市道橋梁において、計画的な修繕を行うため橋梁点検を実施し、点検結果に基づき修繕計
画を策定する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

国補 橋梁長寿命化修繕事業費補助金（6/10） 2,829千円

府補 未来づくり交付金（橋梁長寿命化事業） 916千円

　橋梁長寿命化修繕計画策定のため橋梁点検を実施し基礎データを収集した。

5,016千円

73千円

予算科目 08土木費 02道路橋梁費 03道路橋梁新設改良費 07橋梁長寿命化事業

(②－①) 執行率

99.5 % 5,094千円

決算額 最終予算額 不用額

細事業名 橋梁長寿命化事業 決算書 Ｐ.266

総合計画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 道路ネットワークの整備

（参考）当初予算額

5,089千円 5,110千円 21千円
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01

Ⅵ ②

① ②

○土地購入費

○工事請負費

事 業 所 管 課 建設部／土木課

評
価
・
課
題
等

○豪雨により被災した公共土木施設（道路、河川）を復旧することにより、道路の安全な通行の
確保と、河川の機能回復が図られた。
○効率的・効果的な復旧が図れるよう新工法の採用に努めるなど、今後も引き続き経費節減を進
める必要がある。

目
的

　平成23年に発生した台風2号及び台風15号に伴う豪雨により被災した公共土木施設（道路
、河川）を早期に復旧し、道路の安全な通行の確保と河川の機能回復を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

国負 公共土木施設災害復旧事業費負担金（0.667） 40,338千円

市債 公共土木施設災害復旧事業債 20,200千円

78,220千円 79,115千円 895千円 98.8 % 79,115千円

（参考）当初予算額

細事業名 現年発生公共土木施設災害復旧事業（繰越） 決算書 Ｐ.372

総合計画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 道路ネットワークの整備

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

予算科目 11災害復旧費 02公共土木施設災害復旧費 01公共土木施設災害復旧費 01現年発生公共土木施設災害復旧事業

区分 箇所数 執行額 箇所数 執行額 箇所数 執行額

道路 1 345千円 1 345千円

補助災害復旧 単独災害復旧 合計

区分 箇所数 執行額 箇所数 執行額 箇所数 執行額

道路 8 24,123千円 5 2,848千円 13 26,971千円

河川 17 39,770千円 14 11,134千円 31 50,904千円

計 25 63,893千円 19 13,982千円 44 77,875千円

補助災害復旧 単独災害復旧 合計
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01

Ⅵ ②

① ②

○工事請負費

等楽寺高原線（弥栄町等楽寺）

○事務費

消耗品費、燃料費、印刷機借上料

事 業 所 管 課 建設部／土木課

評
価
・
課
題
等

○豪雨により被災した公共土木施設（道路）を復旧することにより、道路の安全な通行の確保が
図られた。
○効率的・効果的な復旧が図れるよう新工法の採用に努めるなど、今後も引き続き経費節減を進
める必要がある。

目
的

　平成23年に発生した台風2号に伴う豪雨により被災した公共土木施設（道路）を早期に復
旧し、道路の安全な通行の確保を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

主
な
財
源

国負 公共土木施設災害復旧事業費負担金（0.667） 11,270千円

市債 公共土木施設災害復旧事業債 5,800千円

22,466千円

329千円

22,795千円 22,834千円 39千円 99.8 % 26,368千円

（参考）当初予算額

細事業名 過年発生公共土木施設災害復旧事業 決算書 Ｐ.372

総合計画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 道路ネットワークの整備

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

予算科目 11災害復旧費 02公共土木施設災害復旧費 01公共土木施設災害復旧費 02過年発生公共土木施設災害復旧事業

- 16 -



01

Ⅵ ②

① ②

（除雪路線） （単位：路線、km）

 ※ 1次路線：排雪を伴う市道　 2次路線：排雪を伴わない市道　

その他路線：1・2次路線以外（駐車場・進入路等）

○ 除雪機械維持管理等（除雪機械整備･点検等管理・保険料等）

○ 除雪作業委託（業者・地区委託費用）

○ 除雪用機械リース料（30台）

○ 除雪機械運転技能講習受講補助金（受講料の1/2補助）受講者25人

○ 事務費（除雪格納庫光熱水費、その他消耗品費、通信費、印刷費等）

○ 除雪作業中の車両等物損事故賠償金（10件：平成23年度分）

事 業 所 管 課 建設部／管理課

1,217千円

府委 丹後縦貫林道除雪作業委託金 823千円

49,503千円

○除雪時の除雪出動を委託業者等の自主判断に委ねるなど、速やかな除雪作業が実施でき、通勤
・通学をはじめ、円滑な市民生活の維持を図ることができた。　
○除雪委託業者が廃業等した場合における代替え業者の確保が課題である。

府委 府道除雪作業委託金 36,842千円

府委

主
な
財
源

国補 社会資本整備総合交付金（2/3） 10,533千円

評
価
・
課
題
等

歩道除雪作業委託金

757千円

決算額 最終予算額 不用額 (②－①) 執行率

248,165千円 248,739千円 574千円

170,500千円

26,882千円

188千円

335千円

　冬季における生活道路の交通を確保するため、京都府と協力して降雪時に速やかな
除雪を行い、通勤・通学をはじめ、円滑な市民生活の維持を図ることができた。

細事業名 除雪事業 決算書 Ｐ.266

目
的

　速やかな除雪を行うことで、冬季の降雪時における主要道路及び生活道路交通網を確保し
、市民生活と物資輸送の安定を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

99.7 % 124,421千円

総合計画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 道路ネットワークの整備

（参考）当初予算額

予算科目 08土木費 02道路橋梁費 04除雪対策費 01除雪対策事業

路線数 除雪延長 路線数 除雪延長 路線数 除雪延長 借上機 リース 市所有 合　計

峰山町 32 34.88 408 86.71 52 7.21 32 6 10 48

大宮町 24 21.60 324 70.26 55 7.51 12 7 27 46

網野町 57 34.58 392 69.46 111 11.21 13 10 15 38

丹後町 45 31.57 177 29.34 65 6.54 14 1 26 41

弥栄町 44 42.57 187 37.81 53 8.74 7 3 20 30

久美浜町 201 86.34 172 35.24 129 12.85 11 3 54 68

合　計 403 251.54 1,660 328.82 465 54.06 89 30 152 271

管　内
第1次路線 除　雪　車　台　数第2次路線 その他路線
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02

Ⅵ ②

① ②

○ 除雪機械購入費

（参考）平成24年度の除雪機械配備状況 （単位：台）

細事業名 除雪機械整備事業 決算書 Ｐ.266

総合計画 基本方針 うるおい安全都市 計画項目 道路ネットワークの整備

（参考）当初予算額

32,391千円 32,391千円 0千円

(②－①) 執行率

100.0 % 35,700千円

決算額 最終予算額 不用額

予算科目 08土木費 02道路橋梁費 04除雪対策費 01除雪対策事業

目
的

　計画的に市所有の除雪機械及び地区要望による自治会貸与用除雪機械の整備を行い、冬季
における市民生活を守る。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　大型除雪機械の経年劣化に伴う更新及び地域の効率的な除雪を図るための自治会貸
与用の除雪機械を導入し、冬季における生活道路の確保により、円滑な市民生活を維
持することができた。

13,748千円

32,391千円

国補 建設機械整備費補助金（2/3）

事 業 所 管 課 建設部／管理課

7,900千円

市債 除雪機械等整備事業債（過疎対策債） 9,500千円

主
な
財
源

評
価
・
課
題
等

○積雪時の市民生活を守る上で、除雪機械の確保は重要なため、除雪機械の整備を実施したこと
で、冬季における円滑な市民生活の維持を図ることができた。
○今後も必要な除雪機械の整備を進め、引き続き効果的な除雪体制を維持していく必要がある。

除雪機械等整備事業債（辺地対策債）

市債 除雪機械等整備事業債（合併特例債） 900千円

市債

市所有 借上機 リース 計 乗用型 歩行型 計

峰山町 10 32 6 48 3 1 4

大宮町 27 12 7 46 2 13 15

網野町 15 13 10 38 5 3 8

丹後町 26 14 1 41 13 4 17

弥栄町 20 7 3 30 3 0 3

久美浜町 54 11 3 68 17 24 41

計 152 89 30 271 43 45 88

除雪機械 自治会貸与機械

大型機械（11ｔ）1台 久美浜町（神崎・甲山） 10,990千円

大型機械（8ｔ）1台 久美浜町（一区） 9,632千円

大型機械（5ｔ）1台 峰山町（橋木） 5,229千円

自治会貸与（乗用型・3ｔ未満）2台 峰山町（鱒留）、久美浜町（葛野） 5,544千円

自治会貸与（歩行型・1ｔ未満）1台 大宮町（善王寺） 996千円
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